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指導と評価の年間計画（シラバス）              

教科 公 民 科目 公 共 単位数 ３単位 

年次 １年次 学科・コース 食 品 工 学 科   

使用教科書 高等学校 公共（数研出版 １０４数研 公共７０９） 

副教材等 高等学校 公共 整理ノート 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

消費税はなんで上がったの？国の借金って何？など，日頃のニュースで目にするものは実は私たちの生活
に深い関わりがあるものばかりです。公共の授業を通して，これらの知識取得はもちろん，自分の考えを持
つきっかけにしてほしいと思います。また，授業で分からないことがあれば遠慮なく質問してください。 

２ 学習評価（評価規準と評価方法） 

学習 
目標 

 人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする
活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。 

観点 知識・技術 思考・判断 ・表現 主体的に学習に取り組む態度 

観 
点 
の 
趣 
旨 

 考察・選択・判断のための手
掛かりとなる概念・理論を理解
し，諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付けている。 

 現実社会の諸課題の解決に向け
て，事実を基に多面的・多角的に
考察し公正に判断する力や，合意
形成や社会参画を視野に入れなが
ら構想したことを議論する力を養
うことができている。 

 よりよい社会の実現を視野に，
現代社会の諸課題を主体的に解決
しようとする態度を養うととも
に，各国が相互に主権を尊重し，
各国民が協力し合うことの大切さ
についての自覚などを深めること
ができている。 

評 
価 
方 
法 

・学習状況の観察 
・小テスト，定期考査 
・整理ノート 

・学習状況の観察 
・ノートやワークシートの記述 
・レポート，グループ討議・発表 
・定期考査，小テストの結果 

・学習状況の観察 
・ノートやワークシートの記述 
・レポート，グループ討議・発表
・自己評価，相互評価等 

 学習のまとまり（単元等）ごとに，上に示す観点に基づいて，評価規準を設定し，Ａ（十分満足できる），
Ｂ（おおむね満足できる），Ｃ（努力を有する）の３段階で評価します。また，それらの評価を基に学年末
に５段階の評定にまとめます。そのために学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

３ 年間の学習計画等 

学
期 単元 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

 
 
 
 
 
 
１ 
 
 

 
 

 
学 
 
 
 
 
 
期 
 

 

巻頭特集  
公共的な空間をつくる私たち 

第１節 
大人ってどんな人？ 

・青年期は自立や自律を
はかる重要な時期である
ことを理解できている 

・自己形成の課題につい
て考察できている。 

・自らを成長させる人間
としての在り方生き方と
はどのようなものか主体
的に追求できている。 

第２節  
お互いを理解し尊重する
ために 

・伝統や文化，宗教など
を背景にして現代の社会
が成り立っていることが
理解できている。   
・古代から近代の日本の
思想家の思想内容が理解
できている。 

・先哲の思想や伝統，文
化，宗教が自分自身の生
き方に与えている影響に
気付くことができてい
る。 

・先哲の思想や生き方か
ら自分自身の生き方を検
証し，参考にできること
はないか主体的に追求で
きている。 

第３節 
誰もが生きやすい社会へ 

・自分たちが生きる社会
が，様々な背景を持つ多
様な人々から成り立って
いることを理解できてい
る。 

・自分と異なる価値観に
基づく主張を聴いたり，
様々な立場に立って共感
的に他者の思いを受け入
れたりすることができて
いる。 

・自主的に公共的な空間
を作り出していこうとす
る自立した主体であると
いう自覚した行動をとる
ことができている。 

第１章 
公共的な空間における人間としてのあり方生き方 
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期 
 

 

 

 

第１節 
西洋近現代の思想 

・近世・近代・現代の世
界の思想家の思想内容を
理解できている。 

・先哲の思想や生き方か
ら自分自身の生き方を検
証し，公共的な空間をつ
くる主体としての自己の
生き方について考察でき
ている。 

・選択・判断の手掛かり
となる考え方を理解し，
身につけようとしてい
る。 

第２節 
現代の諸課題と倫理 

・地球環境問題，資源・
エネルギー問題，生命科
学や情報技術の進展など
の事象について理解でき
ている。 

・公共的な空間における
人間としての在り方生き
方を考察するための選択
・判断の手掛かりが考察
できている。 

・選択，判断の手掛かり
となる考え方を使って，
現代の諸課題を主体的に
追究できている。 

第２章 
公共的な空間における基本的原理 

第１節 
民主社会の基本原理 

・人間の尊厳と平等，個
人の尊重，民主主義，法
の支配，自由・権利など，
公共的な空間における基
本的原理について理解で
きている。 

・このような基本的原理
を考察することによっ
て，個人と社会との関わ
りを多面的・多角的に考
察することができてい
る。 

・民主政治が自らの生活
とかかわっていることを
理解し，民主社会に主体
的に生きる人間のあり方
生き方について思索を深
められている。 

第２節 
日本社会の基本原理 

・日本国憲法の基本原理
や保障されている権利が
理解できている。 

・日本国憲法の基礎にあ
る考え方に着目し，公共
的な空間における基本的
原理との関連を考察する
ことができている。 

・日本国憲法で保障され
ている権利が理解でき，
自らの生き方と権利を結
びつけることができてい
る。 

 
 
 
 
 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

第３章 
ルールをつくり守る私たち 

第１節 
法と契約 

・法や規範の意義や役割
が理解できている。 

・日常の買い物や銀行の
クレジットカードなど，
身近な契約の例を挙げる
ことができる。 

・身近な紛争状況を設定
し，それを解決するため
のルール作りを体験的に
行うことができる。 

第２節 
司法参加の意義 

・公正な裁判には司法権
の独立が必要であり，国
民の参加が大切であるこ
とが理解できている。 

・裁判員制度がどのよう
な目的で創設されたか考
察できている。    
・裁判によって国民のど
のような権利が守られて
いるのか考察できる。 

・模擬裁判などを通して，
司法に関心を持ち裁判員
制度の意義をふまえ積極
的に参画する自覚を持つ
ことができている。 

第４章 
政治に参加する私たち 

第１節 
政治参加と民主政治の課
題 

・地方自治や選挙の仕組
み，政党の役割を考察す
ることによって具体的に
民主政治を支える制度を
理解できている。 

・選挙制度の違いによっ
て，政党制にも大きな違
いがでてくることを考察
できている。     
・自分が理想とする選挙
制度を選択することがで
きる。 

・模擬投票などを通して，
選挙に積極的に参加する
など主権者としての自覚
を持つことができてい
る。 

第２節 
国際政治の動向 

・国際法の意義や国際紛
争を解決する機関の役割
が理解できている。  
・国際連盟・国際連合の
組織と役割が理解できて
いる。        
・冷戦の成立とその終結
後の国際政治の流れが理
解できている。 

・集団的安全保障がなぜ
効果的なのか考察できて
いる。         
・国連の現状と課題につ
いて考察できている。 

・日々報道される世界の
国際紛争に関心が持てて
いる。        
 ・それぞれの紛争の解
決への筋道は何か提示す
ることができている。 

第３節 
国際政治の課題と日本の
役割 

・国際社会の中で平和主
義を掲げる日本の役割が
理解できている。   
・核軍拡から核軍縮への
流れが理解できている。 
・現代の世界の紛争や人
権問題について理解でき
ている。 

・留学生や国際ＮＧＯと
接することにより，国際
化を身近に体験し，国際
社会の諸問題について判
断できている。    
・国際問題について自分
なりの意見を持ち，他者
に説明できている。 

・民族紛争や難民問題な
ど国際政治問題について
日常から関心を持ててい
る。         
・留学生や国際ＮＧＯと
接することにより，国際
化を身近に体験し，国際
社会の諸問題について主
体的に追究できている。 
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第５章 
経済活動を行う私たち 

第１節 
経済のしくみと産業の変
化 

・現代の企業が果たして
いる役割を理解できてい
る。         
・中小企業や農業の果た
している役割と現状を理
解できている。    
・産業構造の変化と職業
選択との関係や，雇用・
労働問題について理解で
きている。 

・現代の企業倫理につい
て考察できている。  
・経済のサービス化が進
展し，国民生活にどのよ
うな変化をもたらしたか
考察できている。 

・ＡＩやＩＴなどの先端
技術が発展するなかで，
自分の進路や職業選択を
考えることができてい
る。    
・経済社会に主体的に生
きる一員として，今後の
日本経済について見通し
がたてられている。 

第２節 
市場経済のしくみと金融 

・市場経済のメカニズム
が理解できている。  
・各種経済指標を理解し，
そこの指標の動向を読み
解くことができている。 
・金融のしくみを理解し，
経済状況に応じて適切な
手段を提示できている。 

・需給曲線を使って，ど
のような場合に価格が変
動するのか考察できてい
る。         
・ＧＤＰが大きいことが
豊かさにつながるのかど
うか，豊かさについて自
分なりに判断できてい
る。 

・商品の価格は需給関係
によって変動するものも
あることを理解し，合理
的な消費行動がとれてい
る。         
・超低金利時代に生きる
一員として，今後の経済
設計がきちんとたてられ
ている。 

第３節 
財政と社会保障 

・政府が経済に果たして
いる役割を理解できてい
る。         
・財政のしくみを理解し，
経済状況に応じて適切な
手段を提示できている。 
・社会保障について理解
できている。 

・自身の老後生活を予想
し，租税（支払い）と社
会保障（受け取り）との
バランスを考察できてい
る。 

・日本の経済について課
題を発見し，解決する見
通しが持てている。 

第４節 
国際経済の動向と課題 

・貿易や外国為替相場に
ついて，そのしくみが理
解できている。    
・戦後の国際経済の流れ
が理解できている。  
・発展途上国の現状を知
り，貧困や飢餓などの原
因や課題を理解できてい
る。 

・経済のグローバル化と
相互依存関係が深まって
いることを理解し，それ
が日本経済にどのような
影響を及ぼしているかを
考察できている。 

・自分たちの日常生活が
国際経済と不可分である
ことを自覚できている。 
・格差のある国際社会で，
その克服のために自らが
どのようなことができる
か考え，実行しようとい
う意欲を持つことができ
ている。 

課題探究編 
持続可能な社会づくりの主体となる私たち 

課題探究の観点 ・現代社会に生きる私た
ちの課題を指摘できてい
る。          
・現代社会の諸問題につ
いて，その問題の所在，
現状，問題点などが理解
できている。 

・現代社会の諸問題の解
決のために，事実を基に
協働して考察，構想する
ことができている。 

・さまざまな課題の中で，
自己とのかかわりに注目
して主体的に課題を選択
し，探究できている。 
 ・それぞれが選択した
課題について，今後も継
続して探求しようという
意欲を持つことができて
いる。 

課題探究の手引き ・現代社会の諸問題につ
いて，探求するための資
料を収集・選択し，的確
に分析できている。 

・現代社会の諸問題を多
角的・多面的に考察し，
その内容をレポートや口
頭発表などによって的確
に表現できている。 

・現代社会の特質から生
じる価値の対立につい
て，討論やディベートな
どさまざまな方法を活用
して主体的に探究できて
いる。 

※上記の内容は授業の進度によって変更される場合があります。 
 


